
１．調査の目的

２．調査の内容

（１）教科に関する調査（国語、算数・数学、英語）

（２）生活習慣や学校環境に関する質問紙調査

　　・児童生徒に対する調査　　　　　　　　 

　　・学校に対する調査 

３．調査の対象
　　　　　　　　　　　　

４．調査日　　  　令和５年４月１８日（火）

５．本市の調査結果

・国語においては、小中学校とも県平均正答率に比べて、全体的に「同程度」傾向にある。

６．学力調査の結果　（県との比較）

学年 教科

Ｒ5 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ4
小６ 全体 同程度 やや低い 中３ 全体 同程度 やや低い

話す・聞く やや低い やや低い 話す・聞く 同程度 やや低い

書く 同程度 低い 書く 同程度 同程度

読む やや低い 低い 読む 同程度 やや低い

全体 低い 低い 全体 同程度 低い

数と計算 やや低い 低い 数と式 同程度 低い

図形 低い 低い 図形 同程度 低い

変化と関係 低い 低い 関数 同程度 低い

データ活用 やや低い 低い 資料活用 同程度 やや低い

全体 同程度

聞くこと 同程度

読むこと 同程度

書くこと 同程度

＊当市では評価基準として、平均正答率に対し「＋３以上～＋５未満」をやや高い、「＋３未満～－３未満」を同程度、

　「－３以下～－５未満」をやや低い、「－５以下」を低いとしてホームページで公開する。

・学力向上推進委員を中心に各教科の課題について分析したことをもとに、授業公開等を通して授業改善と学
力向上実践に取り組む。

・「学力向上コーディネーター派遣事業」「『主体的・対話的で深い学び』を実現する授業づくり推進事業」
等の学校訪問を通して、授業改善を指導助言する。

７．今後の対応

・数学においては、小学校では県平均正答率に比べて、全体的に「低い」傾向にあり、
　中学校では「同程度」傾向にある。

国語 国語

算数 数学

令和5年度　全国学力・学習状況調査の結果

英語

平均正答率（％）
区分教科学年 区分

平均正答率（％）

  義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析
し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や
学習状況の改善等に役立てる。さらに，そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを
確立する。

市内２２小学校第６学年児童、市内１４中学校第３学年生徒

・中学校英語においては、県平均正答率に比べて、「同程度」傾向にある。


